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裸
男
以
爲
へ
ら
く
、
『
文
明
ま
す
〳
〵
進
み
て
、
人
は
ま
す
〳
〵
柔
弱
に
な
り
行
く
。
都
會
の
少
年
、
殊
に
然

り
。
遠
足
も
晝
間
で
は
平
凡
也
。
夜
間
は
ち
と
苦
し
か
る
べ
し
。
そ
の
ち
と
苦
し
い
目
に
あ
は
せ
て
、
心
身
の

鍛
錬
を
圖
る
も
、
亦
一
の
功
徳
な
ら
ず
や
』
と
て
、
檄
を
天
下
に
飛
ば
し
て
、
有
志
の
士
を
募
り
、
北
郊
巣
鴨

驛
に
相
會
し
、
午
後
七
時
半
を
以
て
、
程
に
上
る
。
同
勢
す
べ
て
百
四
人
也
。
夜
光
命
も
十
口
坊
も
、
此
頃
は

懷
ろ
が
少
し
温
ま
る
と
共
に
、
身
體
も
膨
脹
し
だ
し
た
り
。
歩
く
に
も
、
苦
し
さ
う
な
れ
ば
、
遠
慮
し
て
、
わ

ざ
と
通
知
せ
ざ
り
し
に
、
い
つ
し
か
其
れ
と
知
り
て
、
來
り
會
す
。
目
ざ
す
は
埼
玉
縣
の
川
越
町
、
東
京
よ
り

十
三
里
と
稱
す
。
薩
摩
芋
の
産
地
と
し
て
有
名
な
る
が
、
『
燒
芋
』
と
か
け
て
何
と
解
く
。
十
三
里
と
解
く
。

心
は
栗
（
九
里
）
よ
り
（
四
里
）
旨
い
と
は
、
裸
男
少
年
の
頃
、
大
い
に
感
服
し
た
る
謎
也
。

　
下
板
橋
よ
り
中
仙
道
と
別
れ
、
左
折
し
て
川
越
街
道
を
行
く
。
頃
は
十
一
月
二
十
八
日
也
。
霜
氣
天
地
に
滿

つ
。
空
晴
れ
て
、
月
明
か
な
る
が
、
向
ひ
風
寒
く
且
つ
鋭
く
し
て
、
面
痛
く
、
體
を
進
む
る
に
勞
多
し
。
歩
け

ば
暖
ま
れ
ど
、
一
寸
休
息
す
れ
ば
、
忽
ち
寒
戰
す
。
夜
光
命
、
十
口
坊
、
裸
男
の
外
、
四
五
人
加
は
り
て
、
幹

部
と
な
り
、
一
行
に
殿
す
。
幹
部
と
云
へ
ば
立
派
に
聞
ゆ
れ
ど
、
實
は
老
廢
の
連
中
也
。
歩
行
緩
慢
に
し
て
、

而
も
休
息
す
る
こ
と
し
き
り
也
。
之
に
反
し
て
、
新
進
氣
鋭
の
士
は
、
ど
し
〳
〵
疾
歩
す
。
嗚
呼
人
生
老
い
た

く
は
無
き
も
の
哉
。

　
白
子
を
過
ぎ
て
、
膝
折
に
至
れ
ば
、
牛
山
八
一
郎
氏
來
り
加
は
る
。
氏
は
膝
折
の
人
、
そ
の
家
、
路
傍
に
在

り
。
一
行
の
爲
に
湯
茶
を
供
し
、
火
を
焚
い
て
暖
を
取
ら
し
む
。
我
等
火
に
あ
た
り
、
携
へ
た
る
握
飯
を
食
ら
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ひ
て
、
ほ
つ
と
一
と
息
つ
く
。
我
等
の
殿
軍
が
到
着
し
た
る
時
は
、
前
軍
既
に
休
み
あ
き
て
、
進
發
し
か
け
た

る
時
な
り
き
。
殿
軍
は
午
後
十
二
時
と
な
り
て
發
足
す
。

　
夜
は
ま
す
〳
〵
更
け
ゆ
く
。
寒
さ
は
ま
す
〳
〵
加
は
る
。
疲
勞
も
ま
す
〳
〵
加
は
る
。
而
し
て
休
息
す
る
こ

と
も
益
〻
し
き
り
也
。
上
弦
の
月
い
つ
し
か
沒
し
て
、
星
斗
闌
干
た
り
。
風
は
依
然
と
し
て
鋭
し
。
四
五
町
ゆ

く
か
と
思
へ
ば
休
み
、
又
四
五
町
ゆ
く
か
と
思
へ
ば
、
又
休
む
。
歩
け
ば
足
は
苦
し
け
れ
ど
、
身
體
は
暖
か
也
。

之
に
反
し
て
、
休
め
ば
足
は
ら
く
な
れ
ど
、
身
體
ぶ
る
〳
〵
顫
へ
て
堪
へ
ら
れ
ず
。
斯
く
あ
ら
む
と
、
裸
男
か

ね
て
の
覺
悟
、
い
ざ
と
て
、
腰
よ
り
水
筒
を
取
出
す
。
下
戸
の
知
ら
ぬ
妙
藥
、
さ
れ
ど
普
通
の
酒
に
は
あ
ら
ず
、

六
分
の
ウ
イ
ス
キ
ー
に
四
分
の
ベ
ル
モ
ツ
ト
を
加
味
し
た
る
一
種
特
別
の
興
奮
劑
也
。
之
を
一
行
に
分
ち
て
、

一
行
一
時
は
元
氣
づ
き
し
が
、
中
に
は
餘
り
に
藥
が
利
き
過
ぎ
て
、
ふ
ら
〳
〵
眠
る
も
の
も
あ
り
。
休
息
す
る

こ
と
餘
り
し
ば
〳
〵
に
し
て
、
そ
の
休
息
す
る
時
間
が
段
々
長
く
な
り
け
れ
ば
、
終
に
十
分
を
限
り
て
休
息
す

る
こ
と
と
し
、
や
つ
と
老
廢
者
を
ま
と
め
て
、
川
越
に
達
し
、
定
め
た
る
旅
店
に
著
き
し
は
、
午
前
五
時
半
也
。

最
前
軍
の
著
き
た
る
は
、
午
前
三
時
な
り
と
か
や
。

　
思
ひ
〳
〵
に
足
を
出
す
、
臥
轉
ぶ
、
寢
入
る
も
あ
り
し
が
、
朝
飯
出
づ
る
と
共
に
、
齊
し
く
起
上
り
、
朝
飯

終
り
て
、
裸
男
一
場
の
演
説
を
爲
し
て
、
首
尾
よ
く
茲
に
解
散
せ
り
。
そ
れ
よ
り
裸
男
は
、
川
越
中
學
校
に
行

き
て
演
説
し
、
そ
れ
が
終
る
よ
り
早
く
停
車
場
に
駈
付
け
て
汽
車
に
乘
り
、
東
京
に
約
し
た
る
演
説
會
に
行
き

ぬ
。
こ
の
や
う
な
る
次
第
に
て
、
裸
男
は
川
越
を
見
物
す
る
暇
な
か
り
し
が
、
こ
れ
ま
で
に
三
四
回
も
遠
足
し

た
る
土
地
也
。
今
は
埼
玉
縣
下
第
一
の
都
會
な
る
が
、
戰
國
時
代
は
名
城
と
し
て
著
は
れ
た
り
。
幾
度
か
血
の
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雨
を
降
ら
し
た
り
き
。
社
は
三
芳
野
神
社
、
寺
は
喜
多
院
、
徳
川
初
世
の
黒
衣
宰
相
と
云
は
れ
た
る
天
海
、
即

ち
慈
眼
大
師
示
寂
の
處
に
て
、
東
照
宮
も
あ
り
。
裸
男
以
外
の
人
々
は
見
物
し
た
る
な
る
べ
し
。
知
ら
ず
、
例

の
『
十
三
里
』
に
舌
鼓
打
ち
た
る
も
の
、
有
り
や
、
否
や
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
五
年
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
桂
月
全
集
　
第
二
卷
　
紀
行
一
」
興
文
社
内
桂
月
全
集
刊
行
會

　
　
　1922
（
大
正11

）
年7

月9

日
発
行

入
力
：
Ｈ.

Ｙ
Ａ
Ｍ

校
正
：
門
田
裕
志
、
小
林
繁
雄

2008

年8

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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